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令和 4 年度北海道開拓の村特別展

会期 ： 令和４年７月 2 日 ( 土 ) ～８月２８日 ( 日 )

場所 ： 北海道開拓の村　旧開拓使札幌本庁舎 2 階ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ビジターセンター )

北海道開拓と神楽

　民俗芸能は地域それぞれの歴史や文化を物語っ
てくれます。全国各地からの移住者により開拓が
進められた北海道には、様々な背景のもとに、多
様な民俗芸能が持ち込まれました。
　開拓の村には「北越殖民社」に参加し新潟から
現在の江別市野幌へと移住した旧菊田家農家住宅

が移築されています。今回の特別展では、北越殖
民社によって拓かれた野幌の住民により伝承され
てきた「野幌太々神楽」を代表例として、北海道
開拓の進展とともに道内各地に根を下ろした神楽
や他の民俗芸能について紹介します。

野幌太々神楽 公演の様子
旧菊田家農家住宅前特設会場
演：野幌太々神楽同志会

料金 ： 野外博物館北海道開拓の村 入場料

　　　　一般 800 円、 高校 ・ 大学生 600 円

　　　　中学生以下 ・ 65 歳以上 ・ 障がい者手帳をお持ちの方は無料

※展覧会およびイベントの予定は、 やむを得ず変更となることがございます。 ご来場前に 「公式ホームページ」 等をご確認ください。
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( 高校生は土曜日に限り無料 )



■野幌太々神楽　公演会

『神楽公演　お神楽のストーリーを知ろう』

　神楽舞の理解を深めるため、 所作ごとに、 その意味を解説し、

神楽の元となっている神話の世界へ思いをはせます。

日時 ： ７月３１日 （日） １３ ： ３０～１５ ： ００

演目 ： 野幌太々神楽 『福神遊』

定員 ： １００名 （7 月 1 日より受付）

公演 ： 野幌太々神楽同志会

◆主な展示◆

北海道の民俗芸能

北海道の神楽

北越殖民社と野幌太々神楽

写真で見る神楽

■参加体験型イベント

『神楽体験　お神楽を舞ってみよう～子ども編』

日時 ： ７月２４日 （日） ①１０ ： ００～１２ ： ００

                              ②１４ ： ００～１６ ： ００

体験演目 ： 野幌太々神楽 『榊舞』

対象 ： 小学生高学年 (4 ～ 6 年生 )

定員 ： 各４名 （6 月 25 日より受付）

服装 ： 動きやすい服装

『神楽体験　お神楽を舞ってみよう～大人編』

日時 ： ８月１１日 （木） ①１０ ： ００～１２ ： ００　

                              ②１４ ： ００～１６ ： ００

体験演目 ： 野幌太々神楽  ①『悪魔払』  ②『岩戸開』

対象 ： 中学生以上の方

定員 ： 各５名 （7 月 12 日より受付） 

服装 ： 動きやすい服装　※激しい動きあり

■　イベントのお問合せ・申込み先　■
野外博物館北海道開拓の村

TEL ０１１－８９８－２６９２

　　　　　　　　　（受付 9時～ 17 時）
■　　　　　　　　　　　　　　　　■

ご来場のみなさまへ　新型コロナウイルス感染拡大防止についてのお願い

・ 発熱や体調不良等の症状のある方はご入場をお控えください。 

・ ご入場の際には、 「マスク着用」 「手指消毒」 「検温」 をお願いします。

・ 感染者発生時における保健所への報告のため、 緊急時連絡先の登録をお願いします。

★担当学芸員の見どころ解説

　特別展を担当した学芸員が解説しながら展示会場を案内します。 　

日時 ：①７月１６日 （土） 

　　　  ② ８月１４日 （日）　各日１３ ： ３０～１４ ： ００

定員 ： 各日５名 （①6 月１７日　　②7 月 15 日より受付）

★解説パネルでたどる神楽

　神楽とゆかりある建造物に解説パネルを設置します。 　

日時 ： ７月２日 （土） ～８月２８日 （日）

■講演会 ・ 講座 (※事前に申し込まれた方は入場無料 )

講演会 『野幌のお神楽　過去から未来へ』

　北越殖民社の労苦や開拓民の暮らしと、 郷里から伝わった 「野

幌太々神楽」 の歴史と、 今後の展望についてお話します。

講師 ： 兼平　一志氏 （江別市教育部郷土資料館参事
　　　　　　　　　　　　　　　（セラミックアートセンター事業担当））

日時 ： ７月３日 （日） １３ ： ３０～１５ ： ００

定員 ： １００名 （6 月 4 日より受付）

講座 『再発見‼ えべつ歴史パノラマ～

　　　　　　　　　資料と写真でたどるまちの歩み～』

　　札幌のお隣の江別市には数多くの史跡や歴史的建造物がありま

す。 まちの発展により変わったもの、 変わらないものなど新たな

視点でまちの文化と歴史をお話します。

講師 ： 眞坂　隆太氏 （江別市教育部郷土資料館主査付
　　　　　　　　　　　　　　　（セラミックアートセンター事業担当））

日時 ： ７月２３日 （土） １３ ： ３０～１５ ： ００

定員 ： １００名 （6 月 24 日より受付）

講座 『北海道に伝承されている民俗芸能の特徴』

　江戸時代から続く神楽や明治以降に移住者との関わりの深い地

域から伝承した神楽の由来から、 北海道で伝承されている神楽の

特徴についてお話します。

講師 ： 舟山　直治氏 （北海道博物館学芸員）

日時 ： ８月２０日 （土） １３ ： ３０～１５ ： ００

定員 ： １００名 （7 月 21 日より受付）

講座 『食に見る伝統的 「ハレの日」 と現代的 「ハレの日」』

　普段と異なる特別な日 「ハレの日」 を地域の祭りや年中行事な

どから、 時代の変化と家族の食卓を通してお話します。

講師 ： 平井　郁 （当館学芸員）

日時 ： ８月２８日 （日） １３ ： ３０～１５ ： ００

定員 ： １００名 （7 月 29 日より受付）

関 　 連 　 イ 　 ベ 　 ン 　 ト

本格的な神楽の舞を

　　　体験できるチャンス！

野幌太々神楽同志会の方々

から直接指導いただきます！

（祭りと風景を撮影する写真家　及川修作品）
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